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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
クロップマーク設定装置を有する印刷機であって、
　ウェブに印刷する印刷カップルと、印刷されたウェブを第１のウェブ片と少なくとも一
つの第２のウェブ片に縦切りする縦切り手段と、
前記ウェブ片を束ね、あるいは前記ウェブ片を少なくとも一つの他のウェブ片と束ねて、
それぞれ一以上の束ねられたウェブ片を供給する、方向転換バー手段を備える束ね手段と
、
前記束ねられたウェブ片を横切りする横切り手段と、
横切りに関連付けられた前記ウェブ片のクロップマークを設定するクロップマーク設定装
置とを有し、
前記クロップマーク設定装置が、第１の偏向軸線の周りで前記第１のウェブ片を偏向する
第１の偏向手段と、第２の偏向軸線の周りで前記第２のウェブ片を偏向する第２の偏向手
段とを備え、
　前記第２の偏向手段が、前記第１のウェブ片の経路長に対する前記第２のウェブ片の経
路長が前記第１の偏向手段に対する前記第２の偏向手段の移動により変更されるように枠
内に前記第１の偏向手段に対して移動可能に取り付けられ、
　前記クロップマーク設定装置は、前記ウェブの送り方向に関して前記方向転換バー手段
の前に配置され、
　前記第１の偏向手段と前記第２の偏向手段が前記第２のウェブ片の長さ方向に対して直
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角な方向に前記枠内に隣り合って配置され、
　前記第１の偏向手段の前記第１の偏向軸線及び前記第２の偏向手段の前記第２の偏向軸
線は互いに同一軸線上であって、かつ前記第２の偏向手段及び／又は前記第１の偏向手段
を、
前記第２の偏向手段及び前記第１の偏向手段が前記ウェブにより一緒に巻き付かれる位置
まで移動するように構成され、
　前記ウェブ片の一方に対して経路長が増加され、前記ウェブ片の他方に対して経路長が
減少されるように前記偏向手段を移動すると共に、前記ウェブ片の経路長を同時に変更で
きるように前記偏向手段を移動する設定手段を有する制御及び／又は調節手段を備えるこ
とを特徴とするクロップマーク設定装置を有する印刷機。
【請求項２】
前記第２の偏向手段がそれにより形成される偏向軸線に直角に直線に沿って案内されて移
動可能に取り付けられることを特徴とする請求項１記載のクロップマーク設定装置を有す
る印刷機。
【請求項３】
前記第１の偏向手段が、第1のウェブ片の経路長の変更を可能とするために、前記第１の
偏向軸線に対して直角な方向の直線に沿って案内されて移動可能であると共に、前記枠及
び前記第２の偏向手段に対して移動可能であるように配設されている請求項１記載のクロ
ップマーク設定装置を有する印刷機。
【請求項４】
前記第１の偏向手段が第１の最大調節経路長だけ移動可能であり、前記第２の偏向手段が
第２の最大調節経路長だけ移動可能であり、前記第１の最大調節経路長が前記第２の最大
調節経路長の少なくとも半分であることを特徴とする請求項１記載のクロップマーク設定
装置を有する印刷機。
【請求項５】
前記第１の偏向手段が第１のローラ体であり、前記第２の偏向手段が第２のローラ体であ
り、前記ローラ体が共に第１の位置で偏向ローラを形成し、第２の位置で別の偏向ローラ
体を形成することを特徴とする請求項１記載のクロップマーク設定装置を有する印刷機。
【請求項６】
前記枠が、対向しかつ前記ウェブの長さ方向に対して直角な方向に間隔をあけて配置され
た第１の枠側面と第２の枠側面を有し、前記第１の偏向手段が前記第１の枠側面に取り付
けられ、かつ前記第２の枠側面に面する自由端を有し、前記第２の偏向手段が前記第２の
枠側面に取り付けられ、かつ前記第１の枠側面に面する自由端を有することを特徴とする
請求項１記載のクロップマーク設定装置を有する印刷機。
【請求項７】
前記第１の偏向軸線の方向に測った前記第１の偏向手段の幅が第１のウェブ片の幅に相当
することを特徴とする請求項１記載のクロップマーク設定装置を有する印刷機。
【請求項８】
前記第２の偏向軸線の方向に測った前記第２の偏向手段の幅が第２のウェブ片の幅に相当
することを特徴とする請求項１記載のクロップマーク設定装置を有する印刷機。
【請求項９】
前記第１のウェブ片と前記第２のウェブ片の両方により巻き付け可能であることにより前
記第１の偏向手段と前記第２の偏向手段に共に関連付けられた、前記ウェブ片の経路に前
記第１の偏向手段と前記第２の偏向手段に隣り合って配置された出口偏向手段をさらに備
えることを特徴とする請求項１記載のクロップマーク設定装置を有する印刷機。
【請求項１０】
前記ウェブの経路又は前記ウェブ片の経路に前記第１の偏向手段と前記第２の偏向手段に
最も近い上流に配置された取り入れ口偏向手段をさらに備え、前記取り入れ口偏向手段が
前記ウェブにより、あるいは前記第１のウェブ片と前記第２のウェブ片の両方により巻き
付け可能であることにより前記第１の偏向手段と前記第２の偏向手段に共に関連付けられ
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ることを特徴とする請求項１記載のクロップマーク設定装置を有する印刷機。
【請求項１１】
印刷生産のために、かつ／あるいは印刷生産においてクロップマークを設定する方法であ
って、
ウェブの送り方向に直角な方向に隣り合って配置された少なくとも二つの印刷画像を、ウ
ェブに連続的に印刷するステップと、
前記印刷された、あるいはこれから印刷されるべき印刷画像の間でウェブを第１のウェブ
片と第２のウェブ片に縦切りするステップと、
ウェブ片の少なくとも一つを方向転換又は反転するステップと、第２のウェブ片の方向転
換及び／又は反転後にウェブ片を束ね、あるいは各ウェブ片を別の印刷されたウェブ片と
束ねるステップと、
個々の印刷製品を得るために前記送り方向に続く前記印刷画像の間で前記束ねられたウェ
ブ片を横切りするステップと、
前記クロップマーク位置が前記横切りに関連付けられ、クロップマーク設定装置が前記第
１のウェブ片により巻き付かれた第１の偏向手段と、前記第２のウェブ片の方向転換及び
／又は反転の前に前記第２のウェブ片により巻き付かれた第２の偏向手段とを含み、前記
第２の偏向手段の移動により前記第２のウェブ片の経路長を変更し、クロップマーク設定
装置を用いて少なくとも前記第２のウェブ片のクロップマーク位置を設定するステップと
を含み、
　前記第１の偏向手段の前記第１の偏向軸線及び前記第２の偏向手段の前記第２の偏向軸
線は互いに同一軸線上であって、かつ前記第２の偏向手段及び／又は前記第１の偏向手段
を、
前記第２の偏向手段及び前記第１の偏向手段が前記ウェブにより一緒に巻き付かれる位置
まで移動するように構成され、
　前記第１のウェブ片と前記第２のウェブ片が単独で、あるいは少なくとも一つの他のウ
ェブ片と束ねられて束を形成し、束の前記ウェブ片の前記クロップマーク位置が第１の偏
向手段と第２の偏向手段の両方の移動により、それぞれ経路長を調節することにより設定
され、
　前記ウェブ片のクロップマークの設定に必要な設定時間を最小にするために束のウェブ
片のクロップマーク位置が同時に設定されることを特徴とする方法。
【請求項１２】
前記第１のウェブ片のクロップマーク位置が横切りに関連付けられ、また前記第１のウェ
ブ片の経路長を変更するための前記第１の偏向手段の移動により前記クロップマーク設定
装置において設定されることを特徴とする請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
前記第１のウェブ片が前記第２のウェブ片と、あるいは少なくとも一つの他のウェブ片と
方向転換なしに直接束ねられ、かつ横切りされることを特徴とする請求項１１記載の方法
。
【請求項１４】
束のウェブ片のクロップマーク位置が、調節経路長の内の最大のものが減少されるような
方法で設定されることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のウェブ片が、その一つが第２のウェブ片である少なくとも二つの他のウェブ
片と束ねられてウェブ片束を形成し、かつ前記束が横切りされ、束のウェブ片のそれぞれ
が、それぞれ少なくとも一つの偏向手段を介して搬送され、前記偏向手段が、それにより
偏向されたウェブ片のクロップマークを調整可能にするように経路長を調節することによ
り調節可能であり、束のウェブ片のクロップマークが、必要な前記偏向手段の経路長がウ
ェブ片間に配分されるように設定されることを特徴とする請求項１２記載の方法。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、絶えず搬送されるウェブ、あるいは好ましくは複数のそのようなウェブが印
刷される印刷機におけるクロップマーク設定装置に関する。さらに、本発明は縦切りする
ことにより一つ以上のウェブから得られた印刷されたウェブ片のクロップマークを設定す
る方法に関係する。印刷機は好ましくは、一つ又は複数のウェブがそれぞれロールから連
続的に解かれるウェブ印刷機である。本発明は特に好ましくは多数枚の新聞コピーのウェ
ブ輪転印刷に用いられる。
【背景技術】
【０００２】
　隣り合って配置された少なくとも二つの印刷画像が連続的にウェブ、あるいは通常は複
数のウェブに連続印刷生産で印刷される。送り方向に見たときに、同じ印刷画像、あるい
は周期的に並んだ二つ又は原理的にはそれ以上の異なる印刷画像を相次いでウェブに印刷
できる。一つ又は複数のウェブは隣り合って配置された印刷画像の間でウェブ片に縦切り
される。複数のウェブ片は連続印刷生産に対応して束に束ねられ、個々の印刷製品、例え
ば新聞又は雑誌を得るために個々の束の送り方向に直角に一緒に切断される。一般的に、
新聞印刷においては印刷製品を得るために複数の束が束ねられ、一緒に横切りされる。そ
れぞれ束を形成するウェブ片は、一束内の各ウェブ片の印刷画像が、送り方向に続く二つ
の切り目の間に出来るだけ正確に中心合わせされるように束ねられる。それらのいわゆる
クロップマークを獲得するために、即ち切り目の間に中心合わせするために、適切な操作
が一束内の各ウェブ片に影響を及ぼす。個々のウェブ片に関しては、これらの操作は、印
刷場所と横切り場所の間をウェブ片が走行する経路長の変更であり、これらの変更は問題
のウェブ片のクロップマークに関して個々に実行される。問題のウェブ片のクロップマー
ク位置、あるいは手短に言ってウェブ片のクロップマークは経路長を個々に変更すること
により設定される。
【０００３】
　クロップマークを設定するのに補償ローラが巧く行くことが証明されている。補償ロー
ラはウェブ片によりそれぞれ普通１８０°巻き付かれる。補償ローラを取り巻くウェブ片
の経路は補償ローラの縦軸に直角な調節移動により長くなり、あるいは短くなって問題の
ウェブ片のクロップマークが設定される。
【０００４】
　先行技術の印刷機において、印刷されたウェブ片は方向転換バーの配列の上に案内され
、そこで方向転換及び／又は反転される。方向転換及び／又は反転の後に、クロップマー
クを設定するための適切な操作がウェブ片について実行され、ウェブ片は最終的に一つ以
上のウェブ片に束ねられて、横切りされる。
【０００５】
　新しいウェブ片の引き入れは先行技術のクロップマーク設定装置においては複雑である
。補償ローラ周辺の一般的に密集した空間条件により問題は一層深刻になる。さらに、ウ
ェブ片はある印刷生産では方向転換され、別の印刷生産では反転されるので補償ローラは
取り扱われるウェブ片の２倍の幅を持たねばならない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的はクロップマークを設定し、それにより補償ローラを介し、あるいは別の
同様に適切なクロップマーク設定装置の反転手段を介して新しいウェブ片を機械的に引き
入れることが出来るクロップマーク設定装置及び方法を設計することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、ウェブに印刷する少なくとも一つの印刷カップル、縦切り手段、ウェブ片を
束ねる手段、横切り手段及びクロップマーク設定装置を有する印刷機に関する。隣り合っ
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て配置された少なくとも二つの印刷画像は印刷カップルにおいてウェブに連続的に印刷さ
れる。印刷されたウェブは縦切り手段により印刷画像の間で第１のウェブ片と、少なくと
ももう一つの第２のウェブ片に縦切りされる。縦切り手段が印刷カップルの前に配置され
て未印刷のウェブ片を少なくとも二つのウェブ片に切断し、その後、専らウェブ片ごとに
印刷してもよい。ウェブ片を束ねる手段は第２のウェブ片を方向転換及び／又は反転する
方向転換バーを備える。第２のウェブ片は好ましくは第１のウェブ片と束ねられる。しか
しながら原理的に、第１のウェブ片と第２のウェブ片は一つ以上の他のウェブ片とそれぞ
れ束ねられて、それぞれもう一つのウェブ片束を形成してもよい。横切り手段は、少なく
とも第２のウェブ片、及び好ましくは第１のウェブ片からも構成されるウェブ片束を横切
りするのに用いられる。クロップマーク設定装置は枠と、第１の偏向軸の周りで第１のウ
ェブ片を偏向する第１の偏向手段と、さらに第２の偏向軸の周りで第２のウェブ片を偏向
する第２の偏向手段とを備える。第２の偏向手段が第１の偏向手段に対して移動可能に枠
に取り付けられ、第１の偏向手段に対する第２の偏向手段の移動により、第２のウェブ片
が移動する経路長が第１のウェブ片の経路長に対して変更される。偏向手段は原理的にロ
ーラ又は他の偏向体、特に特定の偏向軸に沿って隣り合って配置された回転可能に取り付
けられた回転体により形成されるけれども、偏向手段のそれぞれは先行技術の補償ローラ
方式のローラ、特に好ましくは普通の円筒ローラとして形成される。
【０００８】
　少なくとも第２の偏向手段、即ち方向転換バー手段を通じて導かれる第２のウェブ片に
対する偏向手段は本発明によれば方向転換バー手段の前に配置される。第２のウェブ片は
この手段により単純なやり方で方向転換バー手段まで機械的に引き入れることができる。
【０００９】
　方向転換バー領域の前に第１の偏向手段を配置することはまた、例えば第１のウェブ片
が方向転換バー手段において方向転換及び／又は反転される場合は有利である。しかしな
がら、二つの偏向手段を隣り合うウェブ片に直角に配置することは（その場合それらによ
り形成される偏向軸は好ましくは同一平面内に伸びている）たとえ第１のウェブ片が真っ
直ぐ遠くに搬送されるときも、即ち方向転換バー手段をバイパスして方向転換及び／又は
反転をしなくても常に有利であり、第２のウェブ片、あるいはその印刷機において印刷さ
れた一つ以上の他のウェブと束ねられて一つのウェブ片束を形成する。ウェブのウェブ片
に対する偏向手段は、本発明の好ましい実施例においては、まだ縦切りされていないウェ
ブが偏向手段の周りで同時に引っ張られるように配置され、その結果、ウェブの機械的な
引き入れはかなり容易になる。これを達成するために偏向手段の間には、ウェブのウェブ
片が一つだけ巻き付く偏向手段は他には配置されない。それらは好ましくは、ウェブの経
路内の偏向手段の間にはウェブのための他の偏向手段が何も配置されないという意味で、
隣り合ってさえ配置される。縦切りは好ましくは、ウェブがこのように形成されたクロッ
プマーク設定装置により引き入れられたときにのみ、ウェブの引き入れ中に実行される。
【００１０】
　方向転換バー手段の前にウェブの単一ウェブ片のための、あるいは複数ウェブ片のため
の偏向手段を配置することは、ウェブの機械的引き入れが簡単であるほかに、関連付けら
れた偏向手段が単一ウェブの幅を有してもよく、もはや以前のようにウェブの２倍の幅を
持つ必要がないというさらなる利点をもっている。
【００１１】
　偏向手段が極近接してウェブ片に直角に隣り合って配置される実施例において、偏向手
段は好ましくはそれぞれ枠の片側にのみ支持され、それらの自由端がそれぞれ、枠のそれ
ぞれの他の片側の方向に突き出ている。二つの偏向手段の間に起こる調節移動により、二
つの偏向手段は好ましくはそれらが互いに同一平面にあり、好ましくは引き入れられるべ
きウェブに対して円筒で、滑らかで、均一な表面を形成する位置に持ってくることが出来
る。
【００１２】
　簡単な実施例においては枠内で移動可能に第２の偏向手段のみを取り付けて調節移動を
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行なうことで十分である。しかしながら好ましく第１の偏向手段も枠内で移動可能に取り
付けられる。例えば第１のウェブ片を一つの印刷位置又は別の印刷位置で方向転換及び／
又は反転すべきときは第１の偏向手段の移動可能な取り付けも有利である。しかしながら
束形成の前に第１のウェブ片が方向転換も反転もされないで、第２のウェブ片及び／又は
一つ以上の他のウェブ片と共に直進ウェブ片として束ねられる場合は第２の偏向手段の移
動可能な取り付けも又有利である。クロップマーク設定の新しい可能性はこの場合は適切
に、まさに移動性の程度がひたすら十分大きい場合に開かれる。第１の偏向手段の最大調
節経路長は第２の偏向手段の最大調節経路長の少なくとも半分である。それが第２の偏向
手段の最大調節経路と少なくとも実質的に、あるいは正確に同じ大きさであるならなお一
層好ましい。
【００１３】
　第１のウェブ片がウェブ片束の直進ウェブ片を形成する好ましい方法（即ち、クロップ
マークの設定）において、第１のウェブ片の経路長も同様に、即ち束内の一つ又は複数の
さらなるウェブ片と一致して変更される。例えば第１のウェブ片と第２のウェブ片のみが
ウェブ片束を形成する場合は、二つのウェブ片のクロップマーク位置は第１の偏向手段と
第２の偏向手段の実質的に等しい、好ましくは正確に等しい調節経路により設定できる。
その場合、もはや第２のウェブ片における位置差全部、あるいは少なくとも位置差の実質
的に大部分を補正する必要はなく、位置差のおよそ、あるいは正確に半分だけでよく、残
りは直進ウェブ片において補償される。このことはウェブ片束を形成するのに、第１のウ
ェブ片と第２のウェブ片がさらなるウェブ片とも束ねられる場合や、第１のウェブ片が第
２のウェブ片と束ねられないで専ら他の一つ又は複数のウェブ片と束ねられる場合にも同
様に適用される。一束ごとのウェブ片のクロップマークはこれらのウェブ片の全てのクロ
ップマークを設定するのに必要な設定時間が先行技術の設定方法と比較して短縮するよう
に、あるいは好ましくは最小限になるようにも設定される。これらの偏向手段の個々の偏
向手段が実行しなければならない最大調節経路は、束のウェブ片に作用しかつクロップマ
ークを設定するのに用いられる偏向手段の整合された調節移動により減少され、あるいは
好ましくは最小に出来る。一束の全てのウェブ片のクロップマークを設定するのに必要な
時間は一つ以上の偏向手段が移動しなければならない調節経路の内の最大のものに比例し
、あるいは偏向手段の調節速度が等しい場合は調節経路の内の最大のものにより少なくと
も決定されるので、設定時間、及びその結果としての無駄が減少する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　発明を特徴付ける新規性を有する種々の特徴は、本開示に添付され、またその部分を形
成する特許請求の範囲における特徴を用いて指摘される。本発明、その動作上の利点及び
それを使用して達成される個々の目的をもっと理解するために、発明の好ましい実施例が
示される添付図及び説明事項に言及が成される。
【００１５】
　特に図面に言及すれば、図１は新聞を印刷するウェブ輪転印刷機を通るウェブＢの経路
を示す。ウェブＢはロールチェンジャ１に回転駆動取り付けされたロールから解かれ、印
刷カップル２を通って送り方向Ｆに送られる。それは印刷カップル２において両面に印刷
される。印刷カップル２は二つのゴムブランケット胴２ａを備え、その間に、そこを通る
ウェブＢのために印刷ギャップが形成される。版胴２ｂがそれぞれゴムブランケット胴２
ａに関連付けられる。版胴２ｂは画像パターン状の印刷インキで覆われたそれらの印刷画
像をゴムブランケット胴２ａに転写し、それによりそれらは最終的にウェブＢに印刷され
る。両ゴムブランケット胴２ａは好ましくは機械的に互いに連結されないで、それぞれ別
々の駆動モータにより電子的に同期して駆動され、次にそれらがそれぞれ機械的ギヤ機構
を介して、関連付けられた版胴２ｂを駆動する。版胴２ｂはそれらの表面に胴の縦方向に
隣り合った少なくとも二つの印刷版を載せ、その印刷画像が同様にウェブＢの上に隣り合
って印刷される。単一の印刷版、あるいは通常のように二つの印刷版、あるいは原理的に
は二つより多い印刷版を版胴２ｂの上に円周方向に相次いで設けてもよい。胴の縦方向に
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見たときに、印刷版はそれぞれ新聞の見開きページの幅を有する。
【００１６】
　個々の印刷されたコピー、実施例では新聞コピーを形成するためにウェブＢは印刷後に
縦切り手段により印刷画像の間で縦切りされる。縦切り手段はそれぞれ、互いに対向する
ウェブＢの片側に配置された切断ローラ３ａと対向ローラ３ｂにより形成される。以後第
１のウェブ片Ｂ１と第２のウェブ片Ｂ２と呼ぶ二つのウェブ片Ｂ１とＢ２が縦切りにより
ウェブＢから得られる。ウェブ片Ｂ１とＢ２は引っ張りローラ４を介して一緒に順次クロ
ップマーク設定装置１０に送られる。クロップマーク設定装置１０から出る際、ウェブ片
Ｂ１とＢ２の経路は分離する。第１のウェブ片Ｂ１はクロップ設定装置１０から、方向転
換又は反転動作のないウェブ案内手段のみを介し、好ましくは形成装置として設計された
縦折り手段９に導かれる。第２のウェブ片Ｂ２はクロップマーク設定装置１０から出て方
向転換バー手段８に入る。方向転換バー手段８を通過しながら、第２のウェブ片Ｂ２は方
向転換及び／又は反転され、順次縦折り手段９の取り入れ口ローラにより第１のウェブ片
Ｂ１と束ねられて、実施例では二つのウェブ片Ｂ１とＢ２のみから成るウェブ片束を形成
する。しかしながら、一つ又は複数の他のウェブの一つ以上のさらなるウェブ片が縦折り
手段９の前で二つのウェブ片Ｂ１とＢ２と合体されることも可能である。束の中で互いに
上下になったウェブ片Ｂ１とＢ２は縦折り手段９を通過しながら共に縦に折られ横切り手
段２５の中に送られる。横切り手段２５は特に新聞のウェブ輪転印刷に普通用いられるよ
うな折り曲げ装置の切断胴であってもよい。印刷製品の縦折り及び横切りされたコピーは
Ｐで示される。もしこれらが実施例のように新聞のコピーであったら、それらは横切りの
あとに横折りされて最終的に新聞コピーを得る。二つのウェブＢ１とＢ２のみから成るウ
ェブ片束でも横切り後に印刷製品Ｐを既に形成しているけれども、さらに新聞印刷におい
ては普通は同様に形成されたウェブ片束がウェブ片束Ｂ１／Ｂ２と合体され、互いに上下
になった複数のウェブ片束が横切り手段２５において順次横切りされる。
【００１７】
　クロップマーク設定装置１０によりウェブ片Ｂ１とＢ２の印刷画像が横切り手段２５の
引き続く切り目の間に常に来て、実際動作において切り目の間に適切に中心決めされる、
即ちそれらが共通のクロップマークに対して十分な精度で位置決めされることが保証され
る。印刷から縦折り手段９内の束ね場所までのウェブ片Ｂ１とＢ２の異なる経路と、出来
れば円周方向における版胴上の隣り合って配置された印刷版のずれ、即ち搬送方向Ｆにお
ける第２のウェブ片Ｂ２の印刷画像に対する第１のウェブ片Ｂ１の印刷画像のずれはこの
位置決めで補償されねばならない。そのようなずれは印刷カップルのインキ転写胴のチャ
ンネルビートによるバランス誤差を減少する新聞印刷においては当たり前である。さらに
搬送方向Ｆで測った印刷画像の長さ（これは印刷機制御において究極的には版胴の円周で
代表される）を考慮すべきである。クロップマーク位置に関係する長さの差が、縦方向の
伸びの差によってウェブ片Ｂ１とＢ２の経路が異なるために実際にも関係する程度になっ
た場合はクロップマークに影響するこれらの長さの差もまたクロップマーク設定装置１０
により補償される。種々の影響因子がウェブ片Ｂ１とＢ２の印刷画像位置を正しいクロッ
プマーク位置から変位させる。これらの変位は以後簡単のために位置差と呼ぶ。
【００１８】
　クロップマーク設定装置１０は二つの偏向手段、即ち第１の偏向手段１１及び第２の偏
向手段１２や偏向手段１１と１２への取り入れ口にある偏向ローラ５及び偏向手段１１と
１２からの出口にあるもう一つの偏向ローラ６を備える。
【００１９】
　二つのウェブ片Ｂ１とＢ２は取り入れ口偏向ローラ５や出口偏向ローラ６に一緒に、即
ち互いに並列に隣り合って巻き付く。ウェブ片は出口偏向ローラ６において分離する。第
１のウェブ片Ｂ１は方向転換又は反転動作なしに方向転換バー手段８の領域を通過する。
第１のウェブ片Ｂ１は従って直線ウェブ片とも呼ばれる。第２のウェブ片Ｂ２は出口偏向
ローラ６から取り入れ口ローラ７を介して方向転換バー手段８の方向転換バー平面に入り
、ウェブの対応する案内によりそこで方向転換及び／又は反転され、第１のウェブ片Ｂ１



(8) JP 4212425 B2 2009.1.21

10

20

30

40

50

と順次束ねられる。第２のウェブ片Ｂ２は従って方向転換ウェブ片又は反転ウェブ片とも
呼ばれる。
【００２０】
　クロップマーク設定装置１０を通過しながら、第１のウェブ片Ｂ１が第１の偏向手段１
１の上に、第２のウェブ片Ｂ２が第２の偏向手段１２の上に案内され、個々の偏向手段１
１又は１２により形成される偏向軸の周りで偏向される。取り入れ口偏向ローラ５と出口
偏向ローラ６は、第１のウェブ片Ｂ１が第１の偏向手段１１に、第２のウェブ片Ｂ２が第
２の偏向手段１２にそれぞれ１８０°取り巻くように偏向手段１１と１２に対して配置さ
れ、それによりウェブ片Ｂ１とＢ２がそれらの偏向手段１１と１２に平行に出入りする。
二つの偏向ローラ５と６は静的に、しかし回転可能に取り付けられたローラ体である。偏
光手段１１と１２は同様に、回転可能に取り付けられたローラ体である。偏向手段１１と
１２の両方は、同時に前記偏向軸をも形成するそれらの回転軸に直角に共通移動軸に沿っ
て直線的に共通移動平面内で往復出来るように取り付けられる。移動可能な方向（移動軸
）は、取り入れ口偏向ローラ５から偏向手段１１と１２に、また偏向手段１１と１２から
出口偏向ローラ６まで走行するウェブ片Ｂ１とＢ２に平行である。往復移動可能な方向は
偏向手段１１と１２においてそれぞれ両側矢印で示される。
【００２１】
　第２のウェブ片Ｂ２、即ち方向転換バー手段８の前で方向転換されたウェブ片の経路に
あるクロップマーク設定装置１０の配置は、クロップマーク位置に影響するこのウェブ片
の偏向手段１２が第２のウェブ片Ｂ２の幅で作られ、従来の方向転換バー手段８の後の配
置の場合のようにウェブ片の２倍の幅を持つ必要がないという利点を有する。さらに、方
向転換及び／又は反転動作が実行される前の第２のウェブ片Ｂ２に対するクロップマーク
の設定は新しいウェブの先端を第２のウェブ片Ｂ２に対するクロップマーク設定装置１０
の後まで機械的に取り入れることを可能にする。
【００２２】
　図２は機械的な、またこの意味で自動的なウェブ引き入れシステムの案内路１７を示す
。案内路１７は、ウェブ案内手段に隣接して片側に配置された案内レールにより形成され
、駆動された取り入れ口手段を案内するのに用いられる。特に案内路１７はクロップマー
ク設定装置１０の偏向手段１１と１２の周りを走っている。案内路１７はさらに取り入れ
口偏向ローラ５と出口偏向ローラ６の周りを走り、さらに第１のウェブ片Ｂ１の経路に沿
って走っている。図２に示すように新しいウェブＢが引き入れられるときに、このウェブ
の先端は案内路１７に沿って切断ローラ３ａと対向ローラ３ｂの間を通って、引っ張りロ
ーラ４、取り入れ口偏向ローラ５を回って二つの偏向手段１１と１２まで導かれ、続いて
それを回ってそこから再び戻り、出口偏向ローラ６を周り、さらに第１のウェブ片Ｂ１の
経路に沿って引っ張られる。
【００２３】
　図３は新しい方の第１のウェブ片Ｂ１が全経路に渡って機械的に引き入れられた直後の
この状態にあるウェブＢを示す。縦切り手段のローラ３ａと３ｂはこの状態で互いに向っ
て移動し、ウェブＢはより新しい方の印刷画像の間で縦に切断される。ウェブの先端が第
２のウェブ片Ｂ２に対し、例えば縦切り後の手動の引き裂きにより形成された後に、第２
のウェブ片Ｂ２の先端は出口偏向ローラ６から方向転換バー手段８に対する取り入れ口ロ
ーラ７の上に手動的に引き入れられ、方向転換バー手段８を通って下流のウェブ案内手段
の上に引き入れられる。クロップマーク設定装置の偏向手段を介する手動引き入れが除去
され、時間的な利点を提供し、また引き入れ誤差の減少に寄与する。
【００２４】
　図４は縦切り後で第２のウェブ片Ｂ２の形成前のウェブＢを示す。
【００２５】
　図１はまた二つの偏向手段１１と１２の調節移動を制御及び調節するのに用いられる制
御及び調節手段を示す。制御及び調節手段は二つのセンサー２３及び２４と、制御及び調
節部材２０と、二つのモータ駆動される最終制御要素２１及び２２とを備える。センサー
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２３はその下を通り過ぎる第１のウェブ片Ｂ１上の印刷画像位置を検出し、センサー２４
はその下を通り過ぎる第２のウェブ片Ｂ２上の印刷画像位置を検出する。センサー２３と
２４の位置信号は制御及び調節部材２０に送られる。制御及び調節部材２０は適当なアル
ゴリズムにより二つのセンサー信号を計算し、それらから所望の入力信号と比較すること
により最終制御要素２１と２２に対する設定信号を形成する。最終制御要素２１は第１の
偏向手段１１と連結され、最終制御要素２２は第２の偏向手段１２と連結される。最終制
御要素２１と２２は制御及び調節部材２０により形成される設定信号に対応して偏向手段
１１と１２に作用する。即ちそれらはこれらの偏向手段のその共通移動軸に沿う偏向手段
１１と１２の移動の調節をもたらす。連続印刷動作の間に、制御及び調節部材２０はウェ
ブ片Ｂ１とＢ２のそれぞれに対する正しいクロップマーク位置を設定する、センサー２３
及び２４と、最終制御要素２１及び２２を有する調節ユニットを形成する。これらの部材
は、特に新しい印刷生産が開始されるときに基本設定が得られるまで制御及び調節ユニッ
トを形成する。
【００２６】
　図３と４はクロップマーク設定装置１０とその極く周辺を立体図で同一図に、しかしク
ロップマーク設定装置１０の二つの異なる状態で示す。状態は偏向手段１１と１２が互い
に対して取る位置が異なる。ウェブ片の幅を有する、それぞれが普通の円筒状の、滑らか
なローラ体としての二つの偏向手段１１と１２の設計が特に認識できる。ウェブ片の幅を
有するローラ体としての設計により、偏向手段１１と１２は狭い空間に隣り合って配置で
きる。偏向手段１１と１２は、それらが図３に示すようにウェブＢの搬送方向Ｆに対して
同じ高さを有し、それらが特に好ましくは軸方向に連続的に滑らかで均一なローラ体形成
するようにさえ配置され、かつ移動可能に取り付けられる。二つの偏向手段１１と１２に
より共に形成されたローラ体は新しいウェブの引き入れ中に簡単な偏向ローラを形成する
。ローラ体の自由端の間の避けられない隙間は許容範囲内で非常に狭く維持されるのでウ
ェブＢの引き入れに対して無視できる。ローラ体はこの意味で均一である。偏向手段１１
と１２により形成される偏向軸は第１の状態においては揃っている。第１の状態において
は偏向手段１１と１２は、自由先端を有するウェブが引き入れられるような、それらの個
々の互いに対する初期基本位置を取る。
【００２７】
　偏向手段１１と１２は最終制御要素２１と２２により第１の状態から、例えば、それら
の偏向軸が互いに平行に最大距離だけずれている図４に示す第２の状態まで反対方向に互
いに離れるように移動できる。図示の第２の状態において、偏向手段１１と１２は第１の
ウェブ片Ｂ１の経路が最小長さを有し、第２のウェブ片Ｂ２の経路が最大長さを有する位
置を取る。偏向手段１１と１２はまた、クロップマーク調節により必要とされるなら、そ
れらが第１の状態を取る位置からそれらの二つの他の極端位置まで移動できる。もちろん
中間状態も設定でき、好ましくは連続的に設定できる。
【００２８】
　調節移動を得るために、偏向手段１１と１２は移動軸に沿って枠の各片側に互いに離れ
て対面するそれらの外側軸端において直線的に案内されて取り付けられる。第１の偏向手
段１１が取り付けられるフレームの側面は１４で示され、第２の偏向手段１２が取り付け
られるフレームの側面は１６で示される。枠の側面１４と１６はそれぞれ、移動軸に平行
な案内路を形成する。偏向手段１１と１２はその枠側面１４又は１６により形成される案
内路により直線的に案内される二つのキャリッジ１３と１５の一つに回転可能に取り付け
られる。二つのキャリッジ１３と１５は偏向手段１１と１２の、それらの個々の枠側面１
４又は１６への固定を保証する。偏向手段１１と１２により形成される偏向軸はそれぞれ
枠側面１４と１６により形成される案内路と直角を成す。
【００２９】
　偏向手段１１と１２の調節可能性は、それらの取り付けと、最終制御要素２１と２２と
の連結のために、二つのウェブ片Ｂ１とＢ２のクロップマークの位置決めに必要な調節移
動が偏向手段１１と１２の間で、好ましくは少なくとも実質的に半分に、特に好ましくは
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正確に半分に分け合うことができる。偏向手段１１と１２の最大調節経路長は互いに等し
い。偏向手段１１と１２が好都合にも直ぐ隣り合って配置されているために、調節経路は
実際、等しく、即ち第１の偏向手段１１により形成される偏向軸と第２の偏向手段１２に
より形成される偏向軸は二つの等しい外側極端位置の間を往復移動できる。二つの偏向手
段１１と１２は従って説明した理想的な場合には同等である。
【００３０】
　第１の偏向手段１１の調節可能性は直進ウェブ片及び方向転換されるウェブ片のクロッ
プマークを設定するための、即ちウェブ片Ｂ１とＢ２を制御及び／又は調節するための新
しい可能性を開く。
【００３１】
　クロップマークを設定するときは、直進ウェブ片と方向転換されるウェブ片の間に存在
する個々の印刷画像の位置差は従来、方向転換されるウェブ片の長さを変更することによ
りのみ補償される。それに対して直進ウェブ片に対しては、よく重ね合わされた印刷の位
置決めが印刷カップルにより保証される。直進ウェブ片の経路長の調節は良くとも小範囲
で実行され、この調節は束内の一つ又は複数の他のウェブ片のクロップマークを基準にし
て実行されないで、横切り手段における切れ目位置を基準にしてのみ実行される。ウェブ
片の経路長は本発明の意味において、その形成から始まり、即ちウェブ片Ｂ１とＢ２にお
ける縦切りの個所から始まり、束ねに至る問題とするウェブ片の経路長として定義される
。先行技術の設定方法においては、直進ウェブ片は束の先端部のウェブ片であり、それに
対して束の他のウェブ片が調節される。束内の他の一つ又は複数のウェブ片の場合、この
方式のクロップマーク設定は設定に使用されるそれらの偏向手段に対して長い調節経路を
必要とする。調節経路は典型的には２００ｍｍから４００ｍｍのオーダである。一方、調
節移動の速度は限定されている。従って線型重ね合わせ装置、及びそのような重ね合せ装
置における偏向手段１１と１２のそれぞれはウェブ片の経路を１メートルのウェブにつき
最大１ｍｍ長く出来ることを経験が示している。印刷生産を中断することなく続行しなが
ら、印刷生産を別の印刷生産に切り換えるのに例えば３００ｍｍの調節経路、即ち重ね合
せ経路が必要であるとすると、クロップマークが再調節される前に少なくとも３００ｍの
ウェブが印刷機を通り過ぎる。印刷製品が新聞のコピーである場合、見積りを単純化する
ためにその長さを１ｍとすると、３００枚印刷された後に初めて新しいクロップマークが
設定されることになる。新しい生産の３００枚の印刷されたコピーは無駄となる。
【００３２】
　しかしながらクロップマークを設定するために必要な調節移動は、直進の第１のウェブ
片Ｂ１に対する偏向手段１１の特別な調節可能性のために今や二つのウェブ片Ｂ１とＢ２
の間で分け合うことができる。より一般的にはウェブ片束の方向転換されたウェブ片に対
する調整経路は、実施例においては直進ウェブ片に対するクロップマーク設定部材と第１
の偏向手段１１に引き継がれ、部分的に、好ましくは方向転換されたウェブ片に対する調
整経路の半分だけ減少される。必要な全調節経路は好ましくは均等に分けられる。直進ウ
ェブ片が複数のウェブ片と束ねられて束を形成する場合、調節経路は好ましくは束ねられ
るべきウェブ片の中で出来るだけ均等に分けられる。調節は、クロップマーク設定に対す
る調整速度が等しいとの仮定の下に設定時間が最小になるという最適化方針の下で実行す
ると有利である。
【００３３】
　正確にはこの設定概念は本発明によるクロップマーク設定装置１０により具体化される
。第２の偏向手段１２の調節移動による第２のウェブ片Ｂ２のクロップマークの位置差全
部を実行する代わりに、調節移動の部分、好ましくは半分が第１の偏向手段１１に移され
る。ウェブ片Ｂ１とＢ２の間の６００ｍｍの位置差を補償するために第２のウェブ片Ｂ２
の偏向手段１２が第２のウェブ片Ｂ２のクロップマークを専ら設定する場合にその移動軸
に沿って３００ｍｍ調節しなければならないとすると、５０：５０分割の場合は偏向手段
１１と１２には調節前に取るそれらの個々の出発位置からわずか１５０ｍｍの調節経路を
必要とするだけである。第１のウェブ片Ｂ１の経路は第２のウェブ片Ｂ２の経路が短くな
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ったのと同じ量だけ長くなる。偏向手段１１と１２が調節される出発点と、成されるべき
経路長変更によって、逆方向の設定、即ち第１のウェブ片Ｂ１の経路を短くすることと、
第２のウェブ片Ｂ２の経路を長くすることはしばしば有利でもある。第２の偏向手段１２
の調節経路長の減少はまた、一つの印刷製品から別の印刷製品に印刷生産を続行しながら
切り換えるときには、無駄がかなり減少できるので特に有利である。
【００３４】
　しかしながら、新しいクロップマーク設定は、たとえ１つまたは複数のカラーマークが
調節前に切り目と重なり合っていたとしても、第１のウェブ片Ｂ１が、その経路長の変化
のために切り目と重なり合わないという結果を有し得る。直進の第１のウェブ片Ｂ１は別
の方法、例えばウェブＢに対する補償ローラにより、あるいは好ましくはウェブＢにイン
キを転写する胴の円周方向の重ね合せの整合された調節により重ね合わされる。横切り手
段もまたウェブ片Ｂ１とＢ２の経路長変化と一致して調節できる。インク転写胴の円周方
向の重ね合わせと横切り手段の両方が、必要なら整合された方式で調整できる。重ね合わ
せのこの部分は同じウェブＢの全てのウェブ片Ｂ１とＢ２と、また束の全てのウェブ片と
一緒に実行される。ウェブごと、及びウェブ片ごとの重ね合わせはそれ相応に束ごとの切
り目に対して互いに整合され、好ましくは同時に実行される。これらのさらなるクロップ
マーク設定部材による重ね合わせに関する実施例に基づいて言えることはまた、検討対象
のウェブ片束がまた、ウェブ片Ｂ１とＢ２、あるいはウェブ片Ｂ１とＢ２の一方のみの他
に一つ又はいくつかのさらなるウェブ片を含む本発明の一般的場合にも適用される。
【００３５】
　本発明は図１に基づいて印刷カップルを説明する目的で述べたように、片面、単色印刷
用、あるいは印刷カップルの単一印刷ギャップでの両面印刷用印刷機に対してさえ、既に
有利である。印刷機は複数のこのタイプの印刷カップル、即ちゴム同士の印刷カップル、
及び／又は別の印刷カップル、例えば衛星印刷カップルを有してもよく、ウェブＢが多色
で印刷され、あるいは複数のウェブＢが単色又は多色で印刷されるように種々のタイプの
印刷カップルが配置され動作される。ウェブに接触し、ウェブにインキを印刷する各胴は
好ましくはそれぞれ別々のモータにより駆動され、問題の胴の必要な同期が信号により、
例えば機械的でなく電子的に実行される。印刷位置の形成方式はカラーマークの調節に対
して有利であり、それを用いて好ましくは切り目に対する直進ウェブ片Ｂ１の位置の変化
が補償される。本発明による一つのクロップマーク設定装置１０は好ましくは複数のウェ
ブの各ウェブに配置され、それはまた好ましくはこの設定装置のさらなる特徴を有する。
【００３６】
　例えばウェブ片Ｂ１とＢ２が第３のウェブ片Ｂ３と束ねられて束を形成し、また第２の
ウェブ片Ｂ２の切り目からの位置差が例えば３００ｍｍであり、第３のウェブ片Ｂ３の切
り目からの位置差が例えば４００ｍｍであり、一方第１のウェブ片Ｂ１が例えば測定時に
正しいクロップマーク位置を取る、即ち位置差が「ゼロ」であるとすると、従来の設定方
法の場合は必要なウェブ片の経路の変化は第２のウェブ片Ｂ２に対しては３００ｍｍであ
り、第３のウェブ片Ｂ３に対しては４００ｍｍであるのに、第１のウェブ片Ｂ１に対して
は補償は必要なく、第１の偏向手段１１の調節経路は従って「ゼロ」となる。ウェブ片の
経路長の最大変化と問題の偏向手段の最大調節経路長は第３のウェブ片Ｂ３に対して必要
である。このウェブ片の偏向手段はその初期位置から最大調節経路長だけ移動しなければ
ならないことになる。必要な設定時間の合計は、第３のウェブ片Ｂ３に対する偏向手段を
、ウェブの経路長を４００ｍｍ変化するのに必要な調節経路長だけ設定前に取った初期位
置から移動するのに必要となる時間に相当する。
【００３７】
　この例においてウェブ片Ｂ２とＢ３の両方の経路を短くしなければならないと仮定する
と、第１のウェブ片Ｂ１の経路長は、本発明による設定方法の最適実施例変形では２００
ｍｍ長くなり、その場合最大調節経路長は最小になる。第２のウェブ片Ｂ２の経路はそれ
に対応して３００ｍｍではなく、わずか１００ｍｍだけ短くなる。しかしながら最大のウ
ェブ経路長変化、即ち第３のウェブＢ３に対する変化は特に著しく減少する。第３のウェ
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ブ片Ｂ３にやはり必要な経路長の短縮はもはや４００ｍｍではなく、わずか２００ｍｍで
ある。この例ではこれは第３のウェブ片Ｂ３に対する最小経路長変化に相当する。実施例
に基づいて述べた偏向手段の実施例において、偏向手段の一つが調節されねばならない最
大調節経路長は１００ｍｍである。問題のウェブ片の経路を長くするために第１の偏向手
段１１はこの例では１００ｍｍ調節しなければならないし、問題のウェブ片の経路を同量
短くするために第３のウェブ片Ｂ３に対する偏向手段は同様に１００ｍｍ調節しなければ
ならない。
【００３８】
　最大ウェブ経路長変化と最大調節経路長は上記の例では最小となる。しかしながら本発
明はそのような絶対的な最小化に限定されず、設定方法の次善の実施例変形も包含する。
この例に関して、第１のウェブ片の経路を例えばわずか１５０ｍｍ延長し、それに対応し
て第２のウェブ片B２の経路を１５０ｍｍ、第３のウェブ片Ｂ３の経路を２５０ｍｍ短縮
して三つのウェブ片Ｂ１、Ｂ２及びＢ３の全てを前記クロップマーク位置にもって来るこ
とも、従って同様に本発明により包含される。
【００３９】
　上に説明した例における第３のウェブ片Ｂ３は第１のウェブ片Ｂ１と第２のウェブ片Ｂ
２と同じウェブＢから縦切りにより得られたウェブ片であってもよい。しかしながら、第
３のウェブ片Ｂ３は他の二つのウェブ片Ｂ１とＢ２と同じウェブＢから得る必要はなく、
別のウェブから縦切りにより得てもよい。それは原理的にはウェブ片の幅をもつロールか
ら直接解かれてもよい。最後に、同一ウェブＢから得られたウェブ片Ｂ１とＢ２は束ねる
必要はなく、ウェブ片Ｂ１とＢ２のそれぞれが他の印刷されたウェブの一つのウェブ片の
み、あるいは複数のウェブ片と束ねられてそれぞれウェブ片束を形成してもよい。本発明
による設定装置と、方向転換バーの前のウェブ片用の個々の或いは全てのクロップマーク
設定部材の本発明による配置、そしてまた互いに密接配置されたウェブ片のための各ウェ
ブに設けられたクロップマーク設定部材の配置も、ウェブ片束の形成に繋がる多くの異な
るウェブ案内様式において有利である。
【００４０】
　発明の原理の適用を示すめに発明の個々の実施例が詳細に述べられたが、発明がそのよ
うな原理から逸脱することなく他のやり方で具現化してもよいことは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】方向転換バー手段の前に配置されたクロップマーク設定装置を有する印刷機を示
す模式図である。
【図２】第１の状態のクロップマーク設定装置の模式図である。
【図３】第１の状態のクロップマーク設定装置の斜視図である。
【図４】第２の状態のクロップマーク設定装置の斜視図である。
【符号の説明】
【００４２】
１　ロールチェンジャ
２　印刷カップル
３ａ　縦切り手段のローラ
３ｂ　縦切り手段の対向ローラ
４　引っ張りローラ
５　偏向ローラ
６　偏向ローラ
７　取り入れ口ローラ
８　方向転換バー手段
９　縦折り手段
１０　クロップマーク設定装置
１１　第１の偏向手段
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１２　第２の偏向手段
１３　キャリッジ
１４　フレーム側面
１５　キャリッジ
１６　フレーム側面
１７　案内路
２０　制御及び調節部材
２１　最終制御要素
２２　最終制御要素
２３　センサー
２４　センサー
２５　横切り手段
Ｂ　ウェブ
Ｂ１　第１のウェブ片
Ｂ２　第２のウェブ片

【図１】 【図２】
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